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「四者」の力で素晴らしい２学期に 

「感謝する、感謝される児童」「感謝する、感謝される教職員」「感謝する、感謝される保護者」「感謝

する、感謝される地域」を柱に、四者の繋がりを大切にした学校経営を進めてきました。今学期も、四者

がしっかり連携し合えた 8４日間になったのではないかと思います。子どもたちの心身の成長を実感で

きた、素晴らしい 2学期になりました。皆様のご理解・ご協力に、心から感謝申し上げます。 

【児童の意欲】                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の理解・協力】 

 

 

 

 

 

 

 

畑作業で学ぶ 関わって学ぶ① 

関わって学ぶ② 交流で学ぶ 

和楽器で学ぶ 

運動で学ぶ 

教育講演会 奉仕作業 収穫祭 



【教職員の指導】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域のバックアップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛校清掃から育つ《公徳心》《公共心》 

今学期の終わりにも【愛校清掃】が行われました。海外の学校では、校舎の清掃などは専門のスタッフが行

うところも多いといいます。日本では、清掃活動にも教育的な意義があると考え、子どもたち自ら行ってい

ます。学期末に行われる大掃除【愛校清掃】では、≪物（校舎）≫に対しても感謝の気持ちをもって接する心が

育まれています。日本が世界に誇る公徳心や公共心は、こうしたところから培われているのです。 

 

 

 

 

 

４つの「車」にお世話にならないように 

明日からいよいよ冬休み。４つの「車」にお世話にならないよう、ご家 

庭でもご指導ください。  

４つの車とは「赤い車」「白い車」「白と黒の車」「（特徴のない） 

普通の車」です。「消防車」「救急車」「パトカー」、そして「不審車」です。 

学校では、子どもたちが安全に楽しい冬休みを過ごせるよう、「冬休みの生活（プリント）」を基に指導しま

した。どんなことをしてしまうと 4 つの車にお世話になってしまうか、お子さんに考えさせてみてください。

「○○しないように…」と教えるより、考えさせる声かけが心に響きます。 

校内研修 研究授業

尾 

学校訪問研修 

果樹園体験 インタビュー活動 周年行事協力 


